
【消防法HPを参照】消防法（別表第1抜粋）

【消防法HPを参照】危険物の規制に関する政令（第1条～第1条の12抜粋）

A B
引火点70℃以上は第4類の危険物に該当しない

※初期設定温度　5min Hold → 第2類危険物確認試験セタの条件で実施

※初期設定温度　1min Hold

C

*1

*2

※「指定可燃物」について

【消防法HPを参照】危険物の規制に関する政令（昭和三十四年政令第三百六号）第一条の十二

※「指定数量」について

【消防法HPを参照】消防法（昭和二十三年法律第百八十六号）第九条の四

*3

*4

*１：可燃性液体量が40%以上のものについては燃焼点が60℃以上でも以下でも同じところに収束するので燃焼点測定の必要は無い。

*2：危険物には該当しないが可燃性液体を含む場合、管理基準は各市町村条例による。

*3：特殊引火物が明らかに含まれないと判明している場合は測定の必要は無い。

　　　特殊引火物とは法別表に示される様にジエチルエーテル，CS2その他一気圧において発火点が100℃以下のものまたは引火点が-20℃以下で沸点が40℃以下のものをいう。

*4：水溶性液体の指定数量は非水溶性液体の2倍になる。判定には水溶性確認を行う。

https://asahigrp.co.jp/atr/

TEL (0827)59-1800 (代) ／ FAX (0827)59-1805

第4類　危険物確認試験　試験フローシート

手順 １
液状確認　（20℃）

液状 液状でない

融点＜100℃ 100℃≦融点

水溶性,非水溶性確認

揮発油類、灯油類、軽油類　　（ 引火点 ≦ 70℃ ）

特別管理産業廃棄物

引火点＜21℃ 21℃≦引火点＜70℃ 70℃≦引火点＜200℃ 200℃≦引火点＜250℃ 250℃≦引火点

第一石油類 *4 第二石油類 *4 第三石油類 *4 第四石油類 指定可燃物（可燃性液体）

特殊引火物

特殊引火物 発火点測定

手順 ３
引火点≦-20℃ -20℃＜引火点＜100℃ 100℃≦引火点

沸点測定

発火点≦100℃ 100℃＜発火点

第4類の危険物に該当しない。指定可燃物（可燃性液体）

沸点≦40℃ 40℃＜沸点

非危険物

可燃性液体量確認

可燃性液体量≦40% 40%＜可燃性液体量

燃焼点測定 非危険物

手順 ２

液状確認　（40℃）

燃焼点＜60℃ 60℃≦燃焼点 燃焼熱量＜34kJ/g 34kJ/g≦燃焼熱量

引火点＜40℃ 40℃≦引火点＜60℃ 60℃≦引火点 引火を認めず 引火点＜70℃

Cへ移る 指定可燃物（可燃性固体） 燃焼熱量測定

引火点測定(タグ密閉式）

引火点（タグ密閉式） 引火点（セタ密閉式）　第4類の試験方法 引火点（クリーブランド開放式）

引火点測定(タグ密閉式）

引火点＜0℃

指定可燃物（可燃性固体）

第2類試験へ

指定可燃物（可燃性固体）

液状でない

200℃≦引火点 引火を認めず

非危険物燃焼熱量測定

100℃≦引火点＜200℃

燃焼熱量＜34kJ/g 34kJ/g≦燃焼熱量

融点測定

引火を認めず

非危険物

70℃≦引火点＜100℃

0℃≦引火点＜70℃ 70℃≦引火点

引火点＜0℃ 0℃≦引火点≦80℃ 80℃＜引火点

液状

引火を認めず

動粘度＜10ｃsｔ 10ｃsｔ≦動粘度

Bへ移るAへ移る

引火点における動粘度測定

非危険物

引火点測定（セタ密閉式）
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https://www.fdma.go.jp/relocation/kasai_yobo/about_shiken_unpan/seirei.html
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